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赤方偏移 z > 6における星形成銀河は宇宙の再電離に寄与したと考えられている。近年、アルマ望遠鏡を用い
て、このような遠方の星形成銀河から遠赤外線微細構造線の [O III] 88 µm や [C II] 158 µm が観測されている。
これらの微細構造線は星間物質の物理状態を理解するために重要な輝線である。また、金属量や電離状態の指標
となる、静止系紫外領域に位置する輝線 (C IV λλ 1548, 1550 Å, C III] λ 1907, 1909 Åなど) も、遠方銀河で観
測されている。これら遠赤外から紫外までの情報を組み合わせることで、遠方銀河や星間物質の理解をさらに進
めることができる。
我々は z = 6.1 に位置する、重力レンズ効果を受けたライマンブレイク銀河 RXCJ2248-ID3 (ID3) に注目した。

ID3は [O III] 88 µmに加えて静止系紫外域の星雲線も検出されており、遠方銀河の性質を探る上で非常に有力な天
体の一つである。アルマ望遠鏡による観測では ID3 からダスト連続波放射が検出されず、レンズ増光率 (µ = 5.3)
を補正した遠赤外線光度 (8− 1000 µm) は LFIR < 8.2× 1010L⊙、ダスト量の上限値は Mdust < 8.3× 106M⊙ と
推定した (Tdust = 40K, βdust = 1.5を仮定)。また、輝線と測光値を組み合わせた SEDモデリングから、非常に
若い星成分 (∼ 2 Myr) と古い星成分 (∼ 640 Myr) が存在することが示された。一方で、現在の SEDモデルでは
静止系紫外輝線の強度を再現できなかった。これは、電離パラメータが高く硬い紫外放射場の存在を示唆する。


